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令和６年度第２回室戸市総合教育会議議事録 

 

１．日 時 令和７年１月２１日（火）午後３時３０分～ 

２．場 所 室戸市役所２階第１会議室 

３．出席者 

（構成員） 

室戸市長  植田壯一郎 

室戸市教育委員会 

教育長  百田貴昌 

教育委員 多田明美 

教育委員 和泉久美子 

教育委員 植野真由美 

教育委員 佃美保 

（オブザーバー） 

副市長   黒岩道宏 

総務課長  上松富士樹 

こども子育て支援課長 辻さおり 

（事務局） 

学校教育課 

課長   山本康二（教育次長） 

企画監  森司 

課長補佐 戎井文 

課長補佐 祝真紀 

班長   髙﨑正太 

生涯学習課 

課長   和田美紗子 

課長補佐 堺宗大 

班長   小松茂生 

 

４．欠席委員 なし 

 

５．議事 

⑴令和７年度当初予算要求の主な事業について 

⑵教員の働き方改革の現状について 

⑶放課後の子どもの居場所つくりについて（むろと放課後児童クラブの今後の体制） 

 

６．その他 
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（森企画監） 

定刻より少し早いですが、皆さんお揃いになりましたので、ただいまより令和６年

度第２回の総合教育会議を開催いたします。 

今回も前回の総合教育会議と同様、市長と教育委員の協議に重点を置くため、市長

が議長を務めずに事務局の方で進行させていただきます。私は学校教育課の森です。

どうぞよろしくお願いします。 

それでは、会議次第に沿って進めさせていただきます。開会の挨拶、植田市長より

開会の挨拶をお願いします。 

（植田市長） 

はい、こんにちは。お世話になっております。市長の植田でございます。新年もは

や２０日が過ぎましたけれども、また改めて、この１年、どうぞよろしくお願いしま

す。 

 それでは、本日は、今年第２回目となります室戸市総合教育会議を開催いたしまし

たところ、教育委員の皆様にはご多用のところ、ご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

 また、日頃より本市の教育行政の振興・発展にご尽力いただきまして、併せて御礼

を申し上げます。 

 この総合教育会議は、市長部局と教育委員会が市の教育の課題、そして目指すべき

姿を共有したうえで、意見交換を行い、今後の本市の教育行政に生かしていく場所で

ございます。 

本日は、令和７年度当初予算要求の主な事業について、教員の働き方改革の現状に

ついて、そして放課後の子どもの居場所づくりについてと、本市の抱える現在の教育

現場の課題について協議していただくこととなっています。 

室戸市の将来を担う子どもたちの教育について、忌憚のないご意見をいただければ

と考えていますので、どうかよろしくお願い申し上げまして開会の挨拶に代えさせて

いただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

（森企画監） 

ありがとうございました。 

室戸市総合教育会議の構成員は、市長および教育委員会と規定されております。 

本日はオブザーバーとして、黒岩副市長、上松総務課長、辻こども子育て支援課長

にご出席をいただいております。よろしくお願いします。 

それでは、議事に入ります。議事⑴令和７年度当初予算要求の主な事業について、

事務局より説明をお願いします。 

（山本教育次長兼学校教育課長） 

（資料に沿って説明） 

（和田生涯学習課長） 

（資料に沿って説明） 
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（森企画監） 

事務局からの説明が終わりました。ここから協議及び意見交換とさせていただきま 

す。 

（多田委員） 

トイレ改修の洋便器化ですけど、これ、便座は温かいですか。 

（髙﨑学校教育課班長） 

令和７年度に設計を行いますが、基本的には、今は標準で付くのではないかなとは 

考えています。 

（多田委員） 

良かった。もう冬場とかね。ついていないと大変ですよ。ある意味、和式の方がま 

だ寒くないぐらいの感じでね。 

（髙﨑学校教育課班長） 

機能のついてない簡易なタイプが結構割れやすい、薄い便座が多いということもあ

るので、そのことについても業者と協議をしていきます。 

（植野委員） 

ソフト事業のギガスクール用タブレットの購入で、今回タブレット入替とあるので

すが、これは、本体をまるごと交換の入替ですか、中のデータの入替ですか。 

（髙﨑学校教育課班長） 

 これは本体の新規購入になります。新しいのを買って、既存のタブレットは故障時

の予備機として残しておきます。 

（植野委員） 

わかりました。 

（多田委員） 

 文化事業みたいな感じの、今回８月に演劇があるっていうことですが。これは全校

対象ですか。 

（和田生涯学習課長） 

学生だけでなく、市民の皆さんが対象です。 

会場が保健福祉センターやすらぎの夢ひろばで行います。チケット発売場所が生涯

学習課、サンシャイン室戸、ローソンチケットなどを予定しております。チケット代

金が一般当日３千円、一般前売２千５百円、学生当日２千円、学生前売千５百円とな

っております。 

（多田委員） 

ありがとうございました。 

それぞれの学校で校長先生が申し込んだりして色々文化事業をされているみたいで 

すけど、例えば羽根の京劇とか、佐喜浜でも自衛隊の演奏とか、色々あるみたいです

けど、学校単位じゃなくて全部の学校に、こう総研みたいに行うことはできないもの

ですか。なんかせっかくの機会がそこだけではもったいない。 
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（和泉委員） 

 それは、例えば文化庁がやる事業は、各学校から申し込むんですよね。それで、そ

れは当たるか当たらんかわからん。学校が申し込んで当たったら、近隣の学校も一緒

にどうですかっていうお誘いはできるんですよ。ただ、その申し込むのは学校単位で

申し込むようになっているので、多分システムが違うと思います。 

（多田委員） 

 市がそういうのを主催して、室戸市の市内の学校、小中学校の生徒さんに、そうい

う生の舞台とか生の演奏とかをもっと見たり聞いたりする機会は与えられないものか

なと、切に願います。市長、よろしくお願いします。 

（森企画監） 

 市長、どうでしょうか。 

（百田教育長） 

市で単独でやる場合は、ものすごく費用がかかります。５０万や１００万ではでき

ないくらいなので、その辺りがあって、文化庁の事業に応募して、２年に１回ぐらい

来ていただくということをしています。 

何年か前にも、吉良川体育館で太鼓の演奏をやったんですけど、その時には地域の

方も来ていただきました。３０人、４０人くらい来ていただいておったかな。 

そんな形で、できるだけ市民の方にも参加いただけるようにしていけたらと思いま

す。 

また内容によっても、佐喜浜でクラシックの演奏会をしたんですけど、大雨でして

ね。体育館が雨の音で、せっかくの音楽がなかなか聞けなくて、学校でやらずにこっ

ちでやったらよかったなというようなこともございますので、できるだけ子供たちに

はね、もう本当、生の音楽とか舞台を見ることは大変貴重なことなので、できるだけ

機会を増やしていけたらと思います。 

（多田委員） 

市単独でやったらお金かかるっていうのはすごくわかるので、そういう国の方から

の予算をうまく使ったり、あと、近隣のその市町村って、順番に公演をしたら、うま

く、ちょっとお安くなるような話も聞いたりしたので。 

（百田教育長） 

そうですね、申し込みして、こう日程等もありますのでね。 

（多田委員） 

色々工夫して、安い予算でしてもらえたら。 

（百田教育長） 

はい、ありがとうございます。 

（多田委員） 

昔は子供劇場があったので、子供たちが生の劇とかに触れる機会があったんですけ

ど、今も高知市内しかないですよね。なかなか高知市内までは見に行けないので。 
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（佃委員） 

例えば羽根でやったようなことを、次は吉良川でもというようなわけにはいかない 

んですか。 

（百田教育長） 

結局、それぞれの学校のスケジュールともあって、参加するかどうかは、校長の判

断になりますね。 

（佃委員） 

もったいないと言えばもったいないです。体育館の広さもありますし、いくらでも 

入ろうと思えば入れるわけじゃないです。 

（多田委員） 

なかなか本格的なものはできなくても、経験させてあげたら。それぞれの学校の予

定もあると思いますけど、雪が降ったら授業をおいて、雪を見に行けっていうぐらい

の校長先生であってほしいなと思います。 

（植田市長） 

 大変大事なことじゃないかという風に思っておりまして、教育委員の皆さん方から

そうした強いご意見をもらうことで、私が今意見を聞きながら思ったことは、室戸市

は佐喜浜から羽根まで小中学生を集めてもたくさんの数ではない。例えば夢ひろばで

やっても十分入るぐらいの数ですので、一堂に会して、どういった生の演奏を迎える

のかというのはしっかり選択、選考をしないといかんのではないかと思うけど、年に

やっぱり１回ぐらいは最低あっていいんじゃないかなと思います。 

 もちろん学校現場の協力もいりますけど、教育委員会に調整してもらって、やっぱ

り年に１回、そうしたしっかりした本物の文化活動というかね、教育のできるような

体験をさせていくことは大事じゃないかなという風には思いますけどね。 

 予算のことよりも、どういった仕組みで、どういった目的で、どういった演奏をし

てくれる取り組み、劇をしてくれるものを呼ぶのかというのは、皆さんのご意見をい

ただきながら決めていくということで、まとまれば、やっていけたらいいかなと思い

ます。 

（和泉委員） 

はい。それに関しまして、その文化庁の事業だったら、その文化庁の事業にこの学

校が当たりました、そしたら近隣どうですかっていう声かけをその学校がしたらどう

ですか。そういうチャンスを受けた学校が近隣の学校に声がけをするっていう風なこ

とを校長会で話をしておいたらいいんじゃないかな。そしたら心構えができて、スケ

ジュール調整もできるような、そんな気がします。 

（植田市長） 

 反対があるようには思わないけどね。 

（和泉委員） 

 反対は多分ないと思うんですね。ないと思うけど、学校も行事が、スケジュールが
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あるので、まず、こういう風なことがあったらそんなことをしてみたらどうですかっ

てことを投げかけておいた方がいい。というのは、例えば、佐喜浜から室戸に来るに

しても、バスを借りたり、給食の時間の都合とか諸々あるので。 

まず、室戸市の児童生徒に平等にそういう風な機会を与えたい、そういう時は協力

してくださいっていうことを４月当初に話しておいたら、心構えっていうか、あった

時に、そうや、そうやってことになるような気がします。 

（植田市長） 

 問題ないと思いますので、ぜひ１年間の行事の中に、全部が協力し合って、この時

期にやったらどうですかってことを決めてもらって、それで費用は市の方で見るとい

うことは全然差し支えないことではないかと思います。 

（和泉委員） 

 ２点あります。まず、ソフト事業の方です。質問ですが、室戸高校の支援事業って

いうのが出されていて、これは良いことだなって思います。室戸高校に生徒が通うよ

うになってほしいなって思います。 

ただ、室戸高校の再編成が進んでいます。もうご存知と思いますが。室戸高校は、

中山間地域の小規模の学校っていう風なことで位置づけられて、最低規模、これまで

の１学年２学級から、今度は１学年じゃない、１学級で２２人以上確保をしないとい

けないという風なことが最近出されましたよね。その中間地点として令和２８年度に

見通しを立てて、それができなかったら、そこで再編成されるっていう風なことか

な。統合を視野に入れるっていう風な言葉も出されました。こういう風な高校再編成

が出て、室戸高校がまた統合されるみたいなことが令和２８年度に迫ってきている。 

それに向けて、どういう風な新しい事業っていうか、魅力ある室戸高校づくりの支

援を室戸市でするかってことを考えていくような時期になっていると思います。 

毎年こういう風な助成も行い、生徒数が増えているかどうか。それによってのこの

予算を立てられたと思うんですが、そこの辺りどうでしょう。 

（山本教育次長兼学校教育課長） 

 この予算については、室戸高校を実際に支援する予算です。一方で、その室戸高校

の入学生を増やすための取り組みっていうのは、地域コンソーシアムという会議を立

ち上げて、室戸高校の校長先生、県の教育委員会、市の学校教育課、子ども子育て支

援課、産業振興課、まちづくり推進課が入って議論をしています。それで、室戸高校

の入学生を増やす手立てとして、まずは市内の中学校からの入学者、入学の率を増や

すということ、あとは、市外から、県外から来てもらうという、この大きい２つの柱

の取り組みとなっています。 

市内の中学校から来てもらうためには、まず、市内の中学校の中学生と、あと保護

者に高校の魅力を知ってもらう必要があります。そのためには、やっぱり室戸高校と

中学校との連携、日頃から繋がりを持っていなくてはいけないということで、室戸高

校の校長先生が中学校の PTAの総会とかに出向いて、室戸高校はどういう取り組みを
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しているかっていったところを PRしてもらっています。 

 あとは、生徒同士の繋がりを保つために、何か 1つ柱がないかなということで、ジ

オパーク学習、室戸高校が全国的にもすごい評価が高い取組をしてますんで、それ

を、小学校、中学校のジオパーク学習を広げていこうと、そういったところでの協議

はしているところです。 

県外から呼ぶ手立てとしては、地域未来留学という制度があって、年に２回、東京

と大阪の方に、高校の先生が出向いていって室戸高校を PRしてきてもらうような取り

組みはここ数年やっています。 

取り組みとしてはそんなところです。 

（和泉委員） 

はい、わかりました。 

（百田教育長） 

室戸高校については、入学志願者が減った時には、統廃合ではなく、普通科に。今

のいろんなコースがある総合学科ではなく、統合前の室戸高校のスタイル、全員が同

じ授業を勉強するという普通科に編成されるという方向がだされています。 

 私は、全日制よりも定時制の統合について心配をしております。中芸にもあるの

で、そこのところが心配です。 

 室戸高校については、３年続けて卒業生よりも入学生の方が増えております。特に

今の２年生は４９名で、学級数が増えているので、教員が２名増加になっておりま

す。 

それから、高校の先生の異動についても、力のある先生をということで要望してお

ります。今年度文部科学大臣表彰を受けられた先生にも来ていただいたり、中身の方

も変わってきたと思います。 

２年前にアンケートをとっておりまして、室戸高校での卒業後の進路とか就職面の

維持、及び高校３年間での生活面、教育活動の充実について要望があり、室戸高校で

そういった面がより充実をすれば、室戸高校に進学を希望するという結果が出ており

ます。 

中学校の PTA総会での取り組みの PRのように、保護者とか、教職員の交流をこれか

らやっていかないと、なかなか今の室戸高校の生徒の頑張りというのが中学校の生徒

や教職員には伝わらない面がございますのでね、そういった面が 1つです。 

 それからもう 1つは、少ない中学生の取り合いです。高知県内でも、室戸がとり、

梼原がとり、嶺北がとるとかいったような状況です。そうでなくて、やはりもう全国

に場を広げて来てもらうということが必要です。 

 室戸高校では入学生を増やすための取り組みについて室戸市単独の活動をしていま

すが、それには限度があるので、県の組織として県が全体として取り組む方向にしな

いとなかなか継続することが難しいのではないかとは要望しております。 

（植田市長） 
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僕は、室戸高校の 1番足りてないところは情報発信力じゃないかっていうことを市

長になる前からずっと言っています。室戸高校は今のままでもこんな高校ですよとい

うことがきっちりと市外の中学生の方々に情報が届いたら、来てみたいなと思う子ど

もがいると思っています。 

 魅力化の会でも絶えず、どういう風に情報発信力を強化できるのかということを考

えようじゃないかということで様々なことをしてきたと思うんですけど、それでも本

当に浸透させることができていない。室戸高校がどこにあるか、その存在さえ知らな

い方がほとんどで。 

 僕が市長になった時に、当時の市議会議員と校長先生と話をして文科省が提案して

いるローカル人材育成支援事業に申請をしようという話になって、市議会議員の背中

押しもあって、当時の校長先生が頑張って申請をして、県内で３校が一次試験に通っ

て、全国で２０校を採択する中に選ばれて採択をされた。文科省の面接にも参加をし

て、「室戸高校でグローバルの人材を育てる理由でどんなことするのですか。」と問わ

れ、「ジオパーク活動の中でしっかりと世界につながるような見通しを立てた教育、活

動を頑張ってやっている地域です。」と答えた。ここで採択をされた３年間が１つの基

礎になって、今、室戸高校は『海外に１番近い高校です』っていうキャッチコピーで

PRをしている。 

そのキャッチコピーを見た八王子の中学生の生徒が、今 1人入学している。そうい

った情報を見た人は行ってみたいと来てくれるが、非常にいい高校であっても情報が

届かない。校長先生自身が見ても、室戸高校の進学率を割合的に見ても、すごくいい

割合で進学をできているし、いい学校を卒業された方々の、その出先で頑張っている

ところに就職されたり、専門学校に行ったりもしているというような、どれをとって

も室戸高校の自慢になる物事があるのに情報が届かない。例えば都会の学校の中学生

なんかにどうしたら届くのかな。みたいなことを、ずっといろんな方向で、どうする

ことで情報発信力を強めるのかっていうので考えている。 

今１番喫緊で考えているのは、クラウドファンディングで成功を収めている高校が

あって、室戸高校と同じような生徒がどんどん減っていっている高校を２校、競争力

の高いぐらいの学校に変えたというような、そのクラウドファンディングを室戸高校

でできないかみたいなことを校長に話をしたり、市の中でも対応していけないか色々

検討して、やってみたらどうやろうかみたいな。 

 いろんな方法があるかもしれないけれど、最初クラウドファンディングといった

ら、お金を集めることが目的ということが僕の頭にあったので、あまり興味がなかっ

たが、そうじゃなくって、クラウドファンディングをやることが情報発信力になっ

て、いろんな注目を浴びて PR活動になるということを知って、しかもそれにお金がつ

いてくる。お金を集めるだけではなく、情報発信力を強くする、それが手立てになる

んじゃないかなと思ったら、ぜひやってみるべきじゃないかと校長にも話をしたら、

ぜひ話を聞かしてもらって、挑戦できるんだったらやってみたいという話になった。 
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（和泉委員） 

そのクラウドファンディングは、テレビで最近見たことがありました。 

それで、去年、ヒロセ先生と話をした時に、室戸高校は外国に行けるんですよっ

て、そんな高校ってあんまりないのに、外国に行けるチャンスもあるのに、どうして

来ないんでしょうねって、そんな話があったんですよ。だから、今市長が言われた情

報発信力もあるのかなっていう風なことも思って、それプラス、子どもの気持ちにな

って考えてみた時に、室戸高校に行きたい目的、そういう魅力的な学校プラス、やっ

ぱり中学校とか小学校の仲間って、この仲間と一緒になら、室戸高校に行きたいなと

かいう仲間作りっていう。小学校、中学校で一緒に学んだ友達と一緒の高校に行きた

いっていう、そういう子供たちの心の教育っていうか、そういう風なこともやっぱり

視野に置いて、小学校、中学校。統合中学校になるので、統合中学校になった時にす

ごくその学校がいい雰囲気だったり、その時の友達と一緒に室戸高校行って勉強した

いっていう、そういう流れ、子供の心の流れっていうのも 1つ考えたらどうかなって

ことも思いました。 

（植田市長） 

 教育長も言ったけど、問題は地元の室戸市内の中学生の入学生を増やすための対策

と市外の中学生の入学生を増やす対策とはちょっと違っている方法を持たないといけ

ないかなと思う。 

 地元の中学生、今室戸市内の中学生っていうのは、地元の学校で室戸高校のことを

いろんな形で情報を見たり聞いたりしているけど、一般的には、保護者の方々の認識

で室戸高校へ行かなくても、高知市内の私学に行けるぐらいの能力があったら、そち

らへ行くことの方がなんか幸せのようなことを思ってるようなことがあるんじゃない

かな。それは中学校の先生もそうかもわかりませんけど、やっぱり室戸高校であって

も、しっかりとした目標を掲げて大学進学を目指せば、指導力をもった立派な高校に

もなっているのに、わざわざ高知の方の学校に行かれて、費用もいると思うけど、行

くことの方が、なんか、なんていうか。 

（和泉委員） 

 ステータスっていう感じで。 

（植田市長） 

ステータスっていうか、なんかかっこいいような。 

（和泉委員） 

それは、こういう多様な入試制度ができた、大学に行くにしても、今、県立大、高

知大、国立大学なんかも、推薦は高知県全部から取りましょうっていう風な姿勢にな

ってきたんですよね。前はそうじゃなかった。学校格差っていう風なことがあって。 

でも、こんなに多様になってきたので、その子供さんは、例えばここの学校に行っ

たら駅伝をすごい頑張りたいとか。そういう目的意識がある子どもさんも、まあまあ

そんな子どもさんもおるけんど、やっぱり市内から出ていく人の中には、ひょっとし
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たら。この、なんていうかな、集団の中からちょっとは離れたいっていう人がおるか

もわからん、子どもによったら。だから、わかりますよね。だから、その学校の魅力

プラス、小学校、中学校での、培っていくその子ども達のいい、楽しい思い、いじめ

とかがない、そういう風なソフト面、心の面と、両方で考えていった方が、教育的な

ことと、いわゆる PRするところとが必要と思いますね。 

（多田委員） 

ないものねだりっていうか、都会の喧騒を逃れて、田舎でゆったり生活したい人も

いれば、ずっと保育園から小学校、中学校、同じ顔の中から逃れて、新しい新天地で

ちょっと違う世界を見たいっていう、田舎におる人は都会へ行きたい、都会の人は田

舎行きたいみたいな、そういうのもあるかもしれないなと思いますね。さっきの私学

へ行くのがステータスとかじゃなくて、もう同じ顔ぶれからとにかく脱却したいとい

うか。 

（和泉委員） 

やっぱりこの友達と一緒にやりたいっていう風な気持ちになるような、統合中学校 

を作っていくっていう風な、高校だけ見るんじゃなくって、総合的に中学校、高校と 

いう風な仲間作りっていうか、いい雰囲気の学校で統合中学を作っていって、そうし 

たら、この進学っていうかな、もっと行きたいとかっていうのも増えるんじゃないか 

なと思います。 

（植田市長） 

統合中学校が開校できるってのは非常に大きなチャンスだと思うんだよね。室戸高

校との連携もそうだけど、佐喜浜から羽根までの中学生、市の中学生全員がそろっ

て、学校で同じ学び場で学んで連携を取って信頼関係ができたり友達もいたりするこ

とで。けど、その一方では、「私たちはこんなところに行って、こんなことをしよう

ね。」っていうことで協力し合って出ていく人も出てくる。地元に、やっぱり室戸高校

の本当の魅力というのは、しっかり中学生にもわかるような室戸高校であってほしい

し、我々も見せていかないといけないのではないかな。 

県外で子どもたちを集めて成功したっていう高校の例を見たら、どこも共通するの

は、高校だけが良いのではなくて、地域が一緒になって高校を育てているみたいな町

の背景があるんだよね。 

それで室戸はどうかといったら、一面ではやっぱり過半数以上が市外へ出るという

ことは、よそから見るとやっぱり地元の人にもあんまり魅力がない高校かなというこ

とを宣伝しているような格好にも取られたりする。逆に市民がどうかと言うたら、ジ

オパークで評価されるように、非常に親身になる文化なんかが定着した DNAがあっ

て、優しくって気さくな、自分の子どもでなくても、自分の子ども以上に気遣いをし

てくれるような市民の一面があるのに、そんなところも合わせてもっと室戸高校を宣

伝していくというようなことで、やっぱり人は感じとってくれるんじゃないかなとい

う風に思う。 
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（多田委員） 

室戸高校の生徒が増えたのは女子野球部も貢献しているので、そこもすごく大事 

に、いや、もう大事にされていますけど、より一層。もう本当に市民で育てていって

あげたいなと思います。 

（植田市長） 

親身になれる地域制がありますもんね。それがやっぱり紹介できていないっていう

ことが残念ながら、室戸のことをまずは知らないし、知られていないし、室戸高校が

あることさえ知らない人の層の方がはるかに多いわけなので、やっぱりこんな地域で

あって、こんな高校があって、こういった地域制で子供たちと一緒に同じく教育がで

きますよみたいなことが上手に、どうしたらアピールして、それが広く情報発信とし

て浸透させることができるのかっていうのが 1番大事なことじゃないかな。 

まず知ってもらわないとね。行く、行かんよって、まずは知ってもらわないと。 

室戸高校として県内だけのメディアが宣伝してくるようなイベントも。県内高校で

も大きくメディアが取り上げてくれるようなことに頑張っている高校なんですけど

ね。残念ながら県外じゃなくて。県外でもヒットするような、例えば廃校水族館が全

国のメディアが取り上げてくれたみたいな、そんな室戸高校の、地方の高校でも取り

組みがされていますよとか、やりましたよみたいなことが年に 1つぐらい、なんかそ

んなことをみんなが考えて、なんかチャレンジできたら、かなり PR度っていうのは高

くならないかなっていう。 

それで、去年から、一昨年ぐらいになったけど、８月に皆さんにもお世話になって

いますけど、サマーセミナー、おらんくの室戸の大学、誰でも先生、誰でも生徒って

いうイベントを高知大学の大学教授が応援をしてくれて始めていますけど、そういっ

たことで、室戸高校のまた違った魅力というのは誕生した 1つになっていっているの

かなと思います。 

それは生徒たちだけではなくて、地域も、室戸市民も市外の方々も一緒になって、

先生になったり、生徒になったりして、交流の場になっていますので、こんなことを

市ももっと応援させてもらって、大きなイベントにしていけられたら、1つの室戸高

校のアピールにならないかなと思います。 

（森企画監） 

ありがとうございました。 

（和泉委員） 

もう 1点、かまいませんか。ソフトの方のナンバー５、小学校テスト代の件ですけ

ど、これは、テスト代、今年度初めてですよね、このテスト代になった背景と、それ

から教科、学年を教えてください。 

（山本教育次長兼学校教育課長） 

 まず、教育費の無償化を進めていきたいという考えがあってですね、そしたらどう

いった部分ができるのかっていう議論をしている中で、全部を無償化するっていうの
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はやっぱり難しいですよね。個人の負担によらなければならないようなものがあるの

で、そういった議論の中での、今、小学校のテストについてはその費用については全

部保護者から集めているということで、そこのテストについては本来だったら、その

学校教育の中でも必要なものであるし、公費でしていっても構わないんじゃないかと

いうような考え方で、このテスト代についてはもう公費でしましょうと。背景には、

子育て支援ということに力を入れていますので、それで保護者の負担を減らしていく

形でどういうことができるかっていうところから考えていった時に、この小学校のテ

スト代についても無償化をしていこうということになりました。それで、小学校のテ

スト代、全学年全教科です。 

（多田委員） 

全教科、全学年ですか。 

（山本教育次長兼学校教育課長） 

はい。そうです。 

（和泉委員） 

その、どこの出版社、メーカーを使うというのは学校に委ねるというようなことで

すか。 

（山本教育次長兼学校教育課長） 

そうです。 

（森企画監） 

ありがとうございました。そしたら、議事⑴についてはこれで終わりたいと思いま 

す。次に、議事⑵教員の働き方改革の現状について、説明をお願いします。 

（森企画監） 

（資料に沿って説明） 

 説明が終わりましたので協議に入りたいと思います。何かございませんでしょう 

か。 

（百田教育長） 

教員は、国が３分の１、県が３分の２の給与の負担をしているので、市町村単独で 

は、それを超えて配置ができなくなっています。ですから、室戸市に１００人教員が

いて、さらに１０人分を室戸市がお金を出して教員を増やすということはできなくな

っています。だから、１００人の定員の中でやることになるので、教職員を増やすと

いうことは国の方で決まらないと、市単独ではできない現状があります。 

（森企画監） 

 ありがとうございます。 

（佃委員） 

１日７時間４５分勤務で４５分休憩っていうのは妥当な休憩時間ですか。８時間で

１時間休憩ですか。 

（森企画監） 
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そうですね。８時間になると１時間ですね。 

（佃委員） 

 ７時間４５分で４５分休憩は妥当なんですね。 

（佃委員） 

 残業時間の管理っていうのは誰が行っていますか。 

（森企画監） 

勤怠システムというもので、管理職がそれを把握することができます。 

（佃委員） 

毎月なのか。 

（森企画監） 

毎日でもできますし、毎月でもできます。月ごとで、一覧表が出てきまして、４５

時間を超えていると赤くなったりとかして、一目でわかるようにはなっています。 

（佃委員） 

４５時間を超えてきた次の月っていうのは、何か、残業に気をつけるようにとか話

し合いをしたりしないんですか。 

（森企画監） 

そうですね。 

（佃委員） 

そういうのはないんですか。 

（森企画監） 

管理職がまず把握する。そして管理職からこういう状況になっているということに 

ついての指示をすることはあります。 

（多田委員） 

学校の先生は普通の職場と違って、休憩時間といっても昼休みであったり休み時間

であったり、ずっと子供たちに目を配ったり、実質こんな休みっていう感じの捉え方

はできないと思うし、それから、この出退勤のシステムの入力、これも入力した後の

サービス残業みたいなのはかなりどこでもあることとは思いますが、ここら辺、なか

なか正確に把握ができないですよね。 

（森企画監） 

 そうですね。 

（多田委員） 

難しいですよね。 

（和泉委員） 

教員の残業手当っていうのは、給料に最初から調整手当４パーセントが付いていま

すよね。それが３０年度から１０パーセントにするって、国が言っていますよね。今

のところで。例えば、職場によって違うと思うんですけど、じゃあ今日は残業しま

す、いいですかって管理職に言って残業代が出るわけじゃなくって、いわゆる自由、
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自由度がたぶん他の公務員とは違うところがあるんじゃないかなっていうことは思い

ます。 

 それは、残業手当っていうのが市だったら、市で予算化されていますけれど、教員

は自動的に給与についているので、家庭訪問も夜、夕方しても、それでしましょうみ

たいな、だから、残業に対する意識が多分違うと思うんです。自分が教員をやってい

て思ったのが。 

この朝早く来るっていうのも、子どもがそこにいたら、８時から始まります、８時

５分から始まりますって言っても、子どもたちが来ている、事故が起こるかわからな

い、何が起こるかわからない時に、その時から来られませんよね、絶対早く来なくて

はいかんという風なこともある。それは市でいったら、保育所も似たようなところが

あるんじゃないかな。昼休みなんかも、休憩をしている人もいるし、仕事をする人も

いるのが現状。それは多分どこの職場でも一緒だと思うんですよね。給食の時間も給

食指導として、そこが昼休みとか休憩時間に入っていると思う、子どもが目の前にい

たら全く休憩することができないというのも、いわゆる職業の特殊性だと思うんです

ね。だから、それを一般というか、比較して超過勤務がどうのこうのとかって、昼休

みがないとかっていうのも特殊性から来ているので、そこもちょっと鑑みて考えない

といけない。 

 市でいったら、保育所の働き方と、ちょっと似ているところがある。子どもが目の

前にいるという所は。 

今、７時半に学校の門を開けます、７時半以降に来てくださいっていうことが市教

委から通知されていますよね。だから、地域の親もそれを守っていると思うんですよ

ね。それが出る前は、７時過ぎからもう子どもが来ていたり、教室に入っていたりと

か、そんなことがあって。それで、市教委がそういう風な７時半と線を引いているこ

とで、ある程度教師の働き方っていうのは改善されてきていると、私は遠めに見てい

て思いました。 

 それで、鍵開け当番っていう問題もあったり、警備員がおるわけじゃないので、子

どもが学校へ来ている、教職員が定時から来たら、その間になんかあったらっていう

こと、そういう風なことも考えての働き方改革っていうのをこれから進めていかない

かんことやと思います。 

（多田委員） 

 ７時半から来てくださいって言っても、その親御さんのお仕事にもよるし、この日

は早出で出ていかないといけないから、子どもを早く学校へ置いていくとか、そうい

うのもありますよね。 

（和泉委員） 

子どもは、７時半まで外で待っていますね。 

（多田委員） 

色々例外もあると思うので、なかなか。一概には。決まりだからというのはできな
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いと思いますけど。 

（和泉委員） 

給料の面からも考えて、最初からその手当てがついているという根本的な違いがあ

るかなって気はします。 

（佃委員） 

それプラス残業という意味ですか。 

（百田教育長） 

 プラスではなく、例えば、採用 1年目は大体２０万円くらいですが、４時半で帰ろ

うが、７時に帰ろうが、８時に帰ろうが、４パーセントという手当てが決まっている

ので、月額は一緒です。 

 だから、４パーセントの８，０００円っていうのは変わらない。そういうシステム

になっているので。 

 それともう 1つは、和泉委員がおっしゃったように、何のために学校に残っている

のかの判断がつかないんですよね。 

 もう家に帰ってもおもしろくないからと思って、夜学校にいるということがあって

も、なかなかわかりにくい。特殊な面がございますね。 

 市役所なんかは、時間によって時間外勤務手当が出ますよね。教員の場合は違うの

で。だから、もう４時半で帰る人も、８時、９時に帰る人もお金は一緒なんです。 

（和泉委員） 

ただ長くいて仕事をしているかといえば、そうではないですね。 

（多田委員） 

 前に室戸小学校が本当９時、１０時くらいの遅くまで電気がついていて、クーラー

もつけたり、学校の、しかも職員室だけじゃなくて、教室もあっちもこっちもと電気

がついていて、すごい電気代がかかったとかいう話も聞いたんですけど。 

それこそ家に帰ってもすることない、ここで同僚と話をしてお茶を飲みながらって

いう時間の過ごし方をされている先生も確かにおいでるようです。 

（百田教育長） 

今は管理職がずっと声をかけて早く帰るよう指導してくれていますので、それでだ

いぶ変わってきていますけど。 

（多田委員） 

早く帰る日を決めているってところもありますよね。 

（百田教育長）） 

そういうところもあります。 

学校に行って、夏休みを３日ぐらい短縮して、その短縮した分を９月、１０月に早

めに帰るところもありますし、各学校とか市町村での努力できる限度が、もうこれ以

上できないところまでなっているというところが現状です。 

（植田市長） 
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 まずアンケートの結果を見て、なんか足りないなっていう思いを私はもったんです

けど、これがどういう意味でもったかと言ったら。いや、これ教育委員の皆さんにも

聞いてみたいけど、私が地域に出て 1番に聞くのは、「最近、先生の問題、給料の問題

とか待遇だとか職場の改善とかいう話をするけど、昔と比べたら生徒 1人あたりの先

生は、1人の先生が受け持つ数っていうのは半減しているので、どうしてそんなに忙

しいのか。」と、「どうしてそんなに大変なのか。」ということを率直に聞くんですよ

ね。こうやって聞いたら、現場はそんな数になっている。それなのになんで今の先生

が大変で働き改革をしないといかんというような状況に置かれているのかということ

が今のアンケートの結果では示されていない。 

ここはやっぱり見極めて、本当に大変な現場があることをまず広く分かってもらえ

るような、広報の現状というのを知るということで、地域の方々にも理解をしてもら

えるような取り組みになるんじゃないかなという風に思うんですけど。今の和泉委員

も教育長もそうですけど、現場の先生をずっとやってこられた方々っていうのは、自

分が子どもの頃の小学校の先生と生徒の関係と、自分が先生になって近年退職するま

での近くになってきたところの学校の現場が大きく違っている問題があるんじゃない

かなという風に思うんですけど、どんなところが大きく変わられてきたのか、どんな

ところに問題が起こってきて先生が大変になってきているのか、そこらはやっぱりも

っとこう研ぎ澄まして見極めないと、本当に教員の改革といったところにメスを入れ

ることをしてもらえないのではないかなという風に思いますけど、どうですかね。こ

れ、私が聞きたいことです。 

（百田教育長） 

この働き方改革は、結果的に子どもにプラスになるんですよね。先生が楽をするの

ではなくて、先生が余裕を持って、元気でやれるということは、結果的に子どもたち

も元気に伸ばすことができる。そこのところが、先生が楽になるための働き方改革と

いうイメージが一部ありますが、子どもたちにも返ってくるというところが一つのポ

イントだと思いますね。 

（和泉委員） 

私は、働き方改革いうのは、やっぱり教員の資質向上っていう風なことは私思いま

す。 

ここで、室戸市のこのアンケートを見て、見た時の教員の現状、就業後にやってい

る業務のところを見た時に、生徒指導がないなと思ったんです。家庭訪問が。あれ、

先生、そしたら子供の家庭訪問を、ずっと行って、夕方行って、夜行って。それが就

業後にやっている業務のところのアンケートにないということは、子どもに関わるこ

とでのことがないってことでしょうかね。 

（森企画監） 

この部分はアンケートで多い業務をあげていますので。 

（和泉委員） 



17 

 

 多い業務をあげているんですね。ということは、そんなに子どもに関しての教育業

務を行っていないって、言い換えれば室戸市は、そうじゃないかなって思ったんです

よ。 

かつて、すごい教育業務ていうか、生徒指導で、学校にいた時、本当に家庭訪問で

明け暮れている、明け暮れっていうか、放課後をすごく費やす、そんな時もあった

し、見たし。けど、室戸市は今それがないということは、言い換えれば、教員が、そ

の子どもの家庭の指導、指導というか、家庭訪問抜きで業務できる体制にある環境と

なっていると思ったらいいのかなって思ったんですね。 

 それで、市長が聞かれた、私達の教員時代、採用になってからのことと、今で大き

く違うのは、自分は小学校教員になる時、英語を教えるなんてことはまずなかった。

だから、今の４０後半から５０代の人は、小学校課程を勉強している中で英語教育の

外国語学習をこういう風に子供に教えましょう、やりましょうという勉強をやってな

い。それから、パソコンが出てきましたね。そのパソコンを習得する、最初は文書で

提出だった、紙、ペーパー提出だったのが全部メールになったと。そしたら、メール

を使いこなすのにちょっと時間がかかる、年配の先生達がっていうことも時代によっ

て変わってきている、教育環境が、だから、それに教員が追いつかないといけないっ

ていうことがあるので、それの勉強もしないといけない。じゃ、何かって言ったら、

自分はもうすごい元気でいないといけないっていうことが挙げられた。教育環境が変

わってくるっていうことに、教員自身らが、その各年代に応じて、なんかグレードア

ップしていかないといけないっていうことが 1つあるかなっていうこと。 

それと、提出物は確かに多くなった。さっきみたいに、これも出してくださいって

アンケートを市教委から出しますよね。そしたら、現場にとったら、またアンケート

が来たっていう風な感じになるのではないかな。だから、こっちから出すそのアンケ

ートも、今その教員が、何で忙しいか見えてこないっていう風におっしゃっていたけ

れど、そういうふうな下調べみたいなこともまた出すし、市教委からのアンケートの

中身も精選していかないかんかなっていうことも思いました。  

ちょっとお答えになってないかもわからんけど。教育環境の変化に教員がついてい

けるかどうかということと、それに対する研修体制を市教委としてやっていかないか

ん。 

例えば英語やったら、若い先生ばっかりが英語を持つことになったら、持つ学年が

決まってくる、５、６年生って決まってくる。そしたら、学校構成上も困ってくるか

ら。研修はしていかないといけないから、それを教育研究所と市教委は、今室戸市で

何が必要かっていうこと見極めて研修をしていかないといけないということは２つ目

としてあげられるかなって思います。 

けど、生徒指導が放課後ないのがすごいことですね。 

（森企画監） 

 ありがとうございました。 
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（和泉委員） 

それから、また、今度、学習指導要領が変わります。２０３０年度から全面施行に

なる。その時は、国は、例えば小学校４５分間授業だったら４０分授業で、後の５分

間は探究の時間とか学校裁量でやりましょうっていう風なことをあげてます。中学校

だったら、５０分授業なら、４５分授業した後の５分間は学校裁量という風な、各学

校のその自由化が求められるってことになってます。今、１２月の新聞情報でやった

ら。 

そしたら、ますます学校の自由度が高まってくる。ということは、自由度が高まっ

てくるってことは、学校にすごい責任がある。あるいは市教委に責任がある。その自

由な１コマを５分間をどう使うかということを。だから、そういう情報が出た時に、

もう先取りっていうか。すぐキャッチして、じゃあ室戸市としてはその５分間をどの

ように各学校が使っていくかっていうことを市教委として検討して、学習会をやろう

ねとか、そんなふうなことをやっていくことが、これから必要があるのかな、時代に

のっていくにはって、そんな感じがします。 

（植田市長） 

いろんな角度の問題があるけど、教育委員の皆さんにも考えてもらって、室戸市の

子どものための教育をどう進めるのかといったところに意見を出し合って、方法を見

出さないかんと思うんですけど、1つの問題というのは、子どもたちのことを思って

教育を先生方はしていると思うんですよね。しているけど、その子どもたちのことだ

けを思って学校の教員が務まらないような背景が社会の中でできてきているんじゃな

いかな。1番よく言われるのが、子どもを教えるよりも親を教えないかんというよう

な物事が学校現場の中でたくさんあるんじゃないかなという風に時々聞きますけど。

そんな問題に合わせて、1つの視点として思うのは、昔は、先生と生徒という上下関

係があって、教える側と教わる側のいわゆるモラルというか節度というか、そんなも

のが割と歴史の中であったけど、最近は先生と生徒はフラットの教育の体制の現場が

あって、それがいいとか悪いとかいう議論もあるわけやけど、こういったのはやっぱ

り共に良い点と、反省にならないかん点もあると思うんですけど、そんなところがご

っちゃになってるところに問題があるようにも思うので、こういったところはやっぱ

りきちっと教える側と教わる側の姿勢の領域というのは保ちながら、それで先生だか

らという風に気を張るばっかりじゃなくて、子供たちを包み込むような優しさという

か、親しさとかをどういう風に表現したらいいのかというようなことは、かなり難し

い領域かもわからんけど、もうこれで生徒も先生もこっちかどっちはわからんみたい

なことが１００パーセントいいのかどうかっていうのは、私はちょっと疑問があるの

で、教育委員の皆さん方にも、そんな視点の物事がこうであることを意識してもらっ

て、こんな問題を聞くとか感じるとかいうところは、こういった会を重ねる中で発言

をしながら、教育委員、職員の皆さん方にも一緒になって考えてもらって、いいこと

は学校現場に改革、見直しとして導入してもらうということはもっともっと推進をし
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て、できてない学校にも普及させていくというようなことにやっぱり繰り返し努力し

ていきながら、少しでも子どものための教育ということを見出していくことは、やっ

ぱりこう、絶えずやっていかないかんと思います。 

（森企画監） 

ありがとうございます。 

このパワーポイントの資料の中にも、働き方改革プランっていうのを、室戸市なり

のプランを策定するっていうのを今年度中に行って、また委員の皆さんに見ていただ

きたいとおもっておりますので、またよろしくお願いします。 

 どうもありがとうございました。そしたら、⑶放課後の子どもの居場所づくりにつ

いて事務局の方から説明をお願いします。 

（和田生涯学習課長） 

（資料に沿って説明） 

（多田委員） 

すいません。負担金のとこで、ちょっとよくわからないんですけど、短期利用を、

５００円を長期は１，０００円にしてはどうかっていうことは、これって、日額です

か。日額がこれやと５日利用したら月額で払ったほうがいいってことになりますか。 

（和田生涯学習課長） 

 そうですね。 

長期１，０００円というのが、長期休暇の利用時のことです。夏休みの長期休暇の

時の利用時、夏休み中に短期で５日以上利用するんやったら、もう月額で支払いした

方がいいってことですね。そういうことですか。わかりました。 

上げてはどうかということは、まだ５００円なんですね。 

（堺生涯学習課長補佐） 

はい。まだ検討中です。 

（多田委員） 

これは学年関係なく５００円ですか。 

（和田生涯学習課長） 

はい学年関係ないです。 

（多田委員） 

兄弟で利用しても同額ですか。 

（小松生涯学習班長） 

はい。短期利用の場合は１人当たり５００円です。 

（多田委員） 

長期休暇に２人預けたら２，０００円。 

（和泉委員） 

これが市の直営となって大きく変わることはなんですか。 

（小松生涯学習班長） 
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基本的に大きくは変わらない、なるべく変わらないようにということで運用したい

とは思っています。変わるとしたら、先程言ったように、今までは室戸小学校に通っ

ている児童限定で家族会が運営していたという形ですが、これからは室戸市内の小学

校に通っている児童も利用できるということにしたいとは考えています。 

（和泉委員） 

平日もですか。 

（小松生涯学習班長） 

はい。平日もなんですが、まず室戸市内の校区内の児童を優先して入れた上で、空 

きがあれば校区外からも受け入れますよということにして、さらにその開所時間内に

送迎ができるご家庭の方はということになってきます。なので、平日、例えば佐喜浜

小学校から放課後、親が室戸小学校まで送って、その後、終わったらまた室戸小学校

まで迎えに来て佐喜浜まで連れて帰るっていうのはなかなか困難とは思いますので、

基本的には８月の利用を想定しています。 

（多田委員） 

 場所は同じですか。 

（小松生涯学習班長） 

はい。場所は同じです。 

（植野委員） 

今の時点で定員は４０名ですけど、今年度利用している子どもは何人ですか。 

（小松生涯学習班長） 

今は室戸小学校だけの利用で、だいたい３５人ずつということです。 

（植野委員） 

結構利用していますね。 

（小松生涯学習班長） 

そうですね。 

今のところが待機児童がいない状態ですが、これが８月に他の所からの受け入れを

行ったら定員を超えてしまう可能性があります。その場合は待機児童が発生します。 

（多田委員） 

 先着順ということですね。 

でも、２単位運営するということになっていますよね。第１、第２。そしたら２単

位運営するんだったら待機児童はがなくなりますよね。 

（小松生涯学習班長） 

 今の時点で定員４０名。第１と第２にそれぞれ３５人ずつぐらい登録をしています

ので、今の時点では待機児童はいないですが。 

（多田委員） 

じゃあ、空きがあんまりないんですね。 

（和泉委員） 
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第１と第２の分け方を教えてください。 

（小松生涯学習班長） 

今の家族会が分けているのは、基本的には、１、２年生が学年的には結構数が多く

て手間がかかるということで、１、２年生が第１。３、４、５、６学年が第２といっ

た感じです。 

 来年度からは、それを踏襲しようとは思っています。 

（森企画監） 

市長、どうでしょうか。 

（植田市長） 

今担当の方から説明がありましたけど、この放課後の子どもの居場所作りというの

は、いろんな問題があるので、私だけの思いではなかなかどうする、こうするにはな

らないですけど、羽根から佐喜浜まで、それぞれの小中学生を集めて、特に今小学生

の問題ですけど、これだけ小さな町で、羽根は羽根を、佐喜浜は佐喜浜みたいなこと

で区分けを、地域的制のこともあるから。公がやるということになってくると、誰で

も参加できるようなところの体制っていうのは基本的には考えていかないといけない

課題じゃないかなと。で、そのためには、距離の問題とか、時間の問題とかあります

ので、公平な形でやれるような、羽根から佐喜浜までの現場に対してどう近づけてい

くのがいいのかというようなことを今後は考えていく必要があるのではないかなと。 

 それで、できれば色々、教育費の無償化もそうですけど、子どもたちの教育を行政

が支援する言うたら、こういったところに 1番、本当は手厚くしてあげて、他の自治

体よりも室戸の子どもたちは守られているよっていう、子供たちが魅力のある、保護

者が安心できる、そしていい教育、あるいは学習、遊びなどが身につくような、その

場所がどういったものかっていうのが、まだ私の頭の中でまとまりもないですので、

具体的にこうしましょうというのは言いませんけど、そういった場所を行政がしっか

り応援して作っていくという町は魅力的な町になるんじゃないかなという風に私は感

じています。 

 それから、こうしましょうっていうと、まだまだ言えるほどの知識もないし、情報

も少ないですので、ぜひ教育委員の皆さん方にも、こんなところへの問題意識を持っ

ていただいて、こんなことができたらいいのにねみたいな、そんな思いがあったら、

ぜひまたこの議会に教えていただけたら、検討していきたいなと思います。 

（多田委員） 

やっぱりずっと違和感がある。前々からあるのは、室戸だけ放課後子ども教室がな

い、各地域はそれぞれ子ども教室が羽根の老人会クラブとか、佐喜浜もそれぞれ地域

で、みんなで育てている感じがあるけど、室戸のこの中央区だけ、なんかずっとそれ

が放られている感じですごく違和感があるんですけど。 

（植田市長） 

 仕組みのちがいがね、やっぱりあるので、そこらをやっぱりこう公平的に見て、ど
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ちらがいいかっていう、少なくとも選択ができるぐらいの環境には早くなったらいい

ですよね。 

（多田委員） 

公民館とかなんとかセンターとか、そういう場所がないじゃないですか。室戸の中

央区には、そこら辺も問題が。人数が多いのに受け入れ先がない。 

（植田市長） 

受け入れ先ということについては、今回、本当は家族会がやってくれたものが、な

かなか家族会が困難になってきて、行政の方で運用してもらいたいっていう要望の中

に動こうとしている事業なんですけどね。 

 こんな時に、やっぱり行政が携わるのであったら、より公平性と、皆さんに公平な

チャンスとして、そこで学んだり遊んだりできるようなことを、どうしたらそれが成

り立つのかなっていうのは、具体的には見いだせてはいないですけど、そんなところ

にやっぱり目標意識を持たないといけない課題じゃないかなという風に思いました。 

（森企画監） 

 ありがとうございました。 

 次に、３.その他の方に移りたいと思います。 

 辻こども子育て支援課長、お願いします。 

（辻こども子育て支援課長） 

皆さんいつもお世話になっております。こども子育て支援課です。 

資料がないので、口頭で説明をさせていただきたいと思います。申し訳ありませ

ん。 

 こども子育て支援課関係の業務、事業としましては、令和５年度から、この課がで

きまして、令和５年度、令和６年度の間に経済的な子育て支援としましては、保育料

が無償化になったというところと、保育所の給食費のおかず代が無償になりました。

ご飯代につきましては、令和６年度から公立保育所のみ無償にしています。私立につ

きましては、今年度、お話がいい方向に向きまして、令和７年度から私立の保育所の

ご飯代も無償化となる予定になっておりますので、令和７年度からは保育、小中学校

と給食費は完全無償化になることとなります。 

 医療費の方は、令和５年度から、１８歳まで無償ということで拡充をしておりま

す。その他、令和６年度事業の目玉事業としましては、こども家庭センターをこども

子育て支援課の中に設置をしております。 

 これは、全ての妊産婦、子育て世帯、子ども等の総合相談窓口を、このこども家庭

センターに設置をいたしました。今は、保健師と保育士と社会福祉士の専門職をセン

ター職員として配置しており、不登校児でありますとか、要支援の必要な家庭への支

援などを中心として行っておりまして、小中学校でありますとか、保育とか、関係機

関と連携しながら、その子たちに 1番いい、そのご家庭に 1番いいことは、どういっ

たことなのかっていうプランを立てながら取り組みを進めていて、要保護児童対策協
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議会の事業もその中にあります。虐待ケースについても、センターの方で業務を行っ

ており、令和７年度からは、親子関係形成支援事業を新たに実施したいと考えており

ます。 

令和６年度事業の目玉のもう 1つとしましては、ファミリーサポートセンター事業

を１０月に開設をしました。預かってもらいたい保護者の方と預かってもいいよって

いう会員さんとをマッチングをさせて、預かり事業っていうところで、地域で預かっ

ていこうっていうところの事業をスタートしております。まだ第１回目の任せて会員

さんの講習会をしたばかりで、第２回目は２月に開催する予定ですが、多くの会員さ

んが集まっているわけではないですけれども、預かっていただきたいっていう方とマ

ッチングができているご家庭もありますので、そういった方の力になればというとこ

ろで進めております。 

 あと、先ほど市長の方からも情報発信をという話がありました。本課の方も常々そ

ういった指導を受けておりまして、うちの課の方で、室戸市のこども子育て支援に関

する一覧表を作成したり、ワンペーパーでわかるような目玉事業なんかをチラシにし

て配布したりっていうところと、移住であるとか市ホームページなどでも、そういっ

たチラシとか一覧表とかっていうのを提示している。あと、こども子育て支援課のイ

ンスタグラムも開設していまして、その中で、子ども食堂さんであったりとかってい

うところも含めて、子ども関係に関することやイベント情報の発信を始めました。 

 その他、保育の方としては、令和６年度より、学校教育課のお力もお借りしまし

て、定期的に ALTの交流事業、保育園の中で定期的に ALTさんに来ていただいて、英

語とプレイアウトという機会を設けるようにしております。 

 令和７年度につきましては、こども子育てのイベントを開催したいと思っていま

す。大きなそのイベントを開催するのと合わせて、毎月定期的に、お父さん、お母さ

んの交流が図れるような場所であったりとか、親子の触れ合いのイベントであったり

とかっていうところも定期的に開催をしていきたいと考えております。併せて、その

ワークライフバランスの推進ということで、啓発事業にも取り組んでいきたいと思っ

ています。私の方からは以上です。 

（森企画監） 

ありがとうございます。何か質問はございませんか。 

（植野委員） 

ファミサポの件ですが、今、預かってほしい方はどれぐらいいらっしゃいますか。 

（辻こども子育て支援課長） 

預かりをお願いしたいいう方は４人です。そして任せてっていう、預かってもいい

よっていう方は５人です。会員数をもうちょっと伸ばしていけたらなとは思っていま

す。 

（植野委員） 

 はい、わかりました。ありがとうございます。 
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（森企画監） 

 以上で全てが終わりましたが、何か全体通してないでしょうか。 

（植田市長） 

 今、辻課長の方からも報告ありましたけど、かなり室戸市としては、子ども子育て

の支援策というのは、他の全国の自治体からずっと先行して頑張っていることができ

て、体制ができているんじゃないかなと。例えば、今の子供たちへの給食代のことだ

とか、医療費の問題だとか、保育料の問題だとか。ところが、今、全国もそういう方

向で動いてきているので、それが特化して、特別なことじゃないような社会に今近づ

いてきているので、もっと室戸で暮らすと子育てが魅力的で安心をしてお得ですよみ

たいなことを感じてもらえるぐらいの基盤整備にどういったことが 1番効果があるの

かっていうのは、私もまだ整理しきれていないですので、皆さんの方でも考えていた

だきながら、こんなことができたら室戸で子育てをしたいなというまちづくりの基盤

を強化していくことというのは非常に大事ではないかなという風に思っておりますの

で、これはお願いですけど、またいろんな角度からご意見頂戴できますようにお願い

していきたいと思います。 

（森企画監） 

他にはないでしょうか。 

それでは、本日の議事を全て終了させていただきます。以上で令和６年度第２回総

合教育会議を終了いたします。お疲れ様でした。 

ありがとうございました。 

 


